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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
硫酸ナトリウム結晶の内部にアルカリ性成分を有し、かつ表面近傍に酸性成分を有する中
性硫酸ナトリウム組成物。
【請求項２】
アルカリ性成分が水酸化ナトリウム換算で１００重量ｐｐｍ以下である請求項１に記載の
中性硫酸ナトリウム組成物。
【請求項３】
アルカリ性成分に対する酸性成分の当量比が１．０±０．１である請求項１又は請求項２
に記載の中性硫酸ナトリウム組成物。
【請求項４】
硫酸ナトリウム結晶が硫酸ナトリウム無水塩である請求項１～３のいずれかに記載の中性
硫酸ナトリウム組成物。
【請求項５】
硫酸ナトリウム結晶の平均粒径が１００～５００μｍである請求項１～４のいずれかに記
載の中性硫酸ナトリウム組成物。
【請求項６】
硫酸ナトリウムのアルカリ性水溶液を晶析して硫酸ナトリウム結晶のスラリーを得、次い
で当該スラリーに酸を添加した後、ろ過する請求項１～５のいずれかに記載の中性硫酸ナ
トリウム組成物の製造方法。
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【請求項７】
酸を添加して硫酸ナトリウム結晶のスラリーのｐＨを２以上６以下とする請求項６に記載
の中性硫酸ナトリウム組成物の製造方法。
【請求項８】
酸を添加した硫酸ナトリウム結晶のスラリーの温度を４０℃以上とする請求項６又は請求
項７に記載の中性硫酸ナトリウム組成物の製造方法。
【請求項９】
酸を添加した硫酸ナトリウム結晶のスラリーのろ過液の一部又は全部を晶析工程及び／又
は酸添加工程に循環する請求項６～８のいずれかに記載の中性硫酸ナトリウム組成物の製
造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、中性硫酸ナトリウム組成物およびその製造方法に関するものである。詳しくは
、粉体特性と品質面で優れた新規な中性硫酸ナトリウム組成物とその工業的製造方法に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
硫酸ナトリウムは、染色工業やガラス、洗剤、温浴剤等の製造原料に幅広く使用されてい
る基礎化学商品である。この硫酸ナトリウムの殆どは苛性ソーダによる排煙脱硫や人絹製
造等で副生する粗硫酸ナトリウム水溶液から種々の処理を施した後、蒸発濃縮で硫酸ナト
リウム結晶を晶析させ製造されている。この硫酸ナトリウム結晶の重要な品質項目に、こ
れを水に溶かした時の液のｐＨがある。用途面からそのｐＨは中性であることが要求され
、その硫酸ナトリウムは中性硫酸ナトリウムと呼ばれている。そして、この結晶の製造法
として種々提案されている。例えば、特開昭５５－７５９１５号公報や特開昭５３－４３
６９２号公報には、粗硫酸ナトリウム水溶液をｐＨ調整して、不純物、特に金属不純物を
水酸化物として沈澱除去した後、水溶液のｐＨを中性である約７に最終調整し、蒸発晶析
する方法が開示されている。しかし、これらの従来方法は、晶析原料としての硫酸ナトリ
ウム水溶液のｐＨを厳密に管理する必要があり、操作が煩雑である。また、硫酸ナトリウ
ムは強酸と強塩基の塩でありｐＨ緩衝作用はなく、ｐＨ約７の調整がはなはだ困難である
。さらに、細心の注意をはらってｐＨ管理を行い、蒸発晶析して得られた中性硫酸ナトリ
ウム結晶は、固結性の問題や包装、輸送過程での結晶破砕による粉立ち性等、粉体物性の
面で十分満足できるものではなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このように、産業上有用な中性硫酸ナトリウムの粉体物性の向上が図れ、かつ中性硫酸ナ
トリウムを効果的、効率的に経済性よく製造できる技術の開発が強く望まれていた。
【０００４】
本発明の目的は、かかる従来技術のもつ課題を克服し、硫酸ナトリウム結晶の内部にアル
カリ性成分を有し、かつ表面近傍に酸性成分を有するという新規な中性硫酸ナトリウム組
成物を提供することにある。さらに本発明は、硫酸ナトリウム結晶の内部にアルカリ性成
分、表面近傍に酸性成分を有する中性硫酸ナトリウム組成物を、容易に製造できると共に
、効果的、効率的に経済性よく製造できる方法を提供することもその目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記の従来の課題を解決するため、硫酸ナトリウム結晶の晶析条件と、得
られる結晶の物性及びその改質について鋭意検討した。その結果、硫酸ナトリウム結晶の
物性はその組成に大きく左右されることを見出し、そして、硫酸ナトリウム結晶の内部に
アルカリ性成分を、表面近傍に酸性成分を存在させた組成物とすることで、従来の課題を
解決できることを見い出した。さらに、このような優れた性状を有する硫酸ナトリウム組
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成物を製造するにあたり、硫酸ナトリウムのアルカリ性水溶液から硫酸ナトリウム結晶を
晶析し、次いでこれに酸を添加してろ過することにより容易に製造でき、その時製造面で
これまでにない大きな効果が得られることを見い出し、遂に本発明を完成させるに至った
。
【０００６】
以下、本発明を詳細に説明する。
【０００７】
従来の中性硫酸ナトリウム結晶は、その内部、表面近傍いずれも同一組成であり、結晶全
体を通して均質である。これに対し、本発明の中性硫酸ナトリウム組成物は、硫酸ナトリ
ウム結晶を主成分とすると共に、その内部にアルカリ性成分を有し、かつ表面近傍に酸性
成分を有することを必須とする。
【０００８】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物の内部に存在するアルカリ性成分とは、その水溶液が
アルカリ性を示す物質であり、例えば、水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）、炭酸ナトリウム
（Ｎａ2ＣＯ3）、炭酸水素ナトリウム（ＮａＨＣＯ3）、亜硫酸ナトリウム（Ｎａ2ＳＯ3

）等が挙げられる。これらの内でも硫酸ナトリウム結晶と共通のイオンとなる水酸化ナト
リウムが好ましい。これらアルカリ性成分の中性硫酸ナトリウム組成物全量に対する含量
としては、ＮａＯＨ換算で１００重量ｐｐｍ以下が好ましく、さらに５０重量ｐｐｍ以下
が、特に２０重量ｐｐｍ以下が好ましい。この含量が多い場合、表面近傍の酸性成分含量
を高める必要が生じ、その製造がしづらくなることがあり、また、溶解性も含めた粉体物
性を大きく向上させることが困難となることがある。一方、その含量が低過ぎても粉体物
性の向上が望めなくなることがある。このため含量としては、０．１～１００重量ｐｐｍ
、さらに０．２～５０重量ｐｐｍの範囲であることが好ましい。
【０００９】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物の表面近傍に存在する酸性成分とは、その水溶液が酸
性を示す物質であり、例えば、硫酸（Ｈ2ＳＯ4）、硫酸水素ナトリウム（ＮａＨＳＯ4）
等が挙げられる。これらの内でも硫酸ナトリウム結晶と共通のイオンとなる硫酸、硫酸水
素ナトリウムが好ましい。これら酸性成分の中性硫酸ナトリウム組成物全量に対する含量
としては、前記したアルカリ性成分と同様の理由により、Ｈ2ＳＯ4換算で０．１～１００
重量ｐｐｍ、さらに０．２～５０重量ｐｐｍの範囲であることが好ましい。
【００１０】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物の内部のアルカリ性成分、表面近傍の酸性成分の含量
を測定するには、例えば、本発明の中性硫酸ナトリウム組成物に一定量の水又は硫酸ナト
リウム水溶液を攪拌下で添加し、該組成物の一部を溶解して液中の酸又はアルカリ濃度を
中和滴定によって求めることができる。この方法では、水又は硫酸ナトリウム水溶液の添
加量を適宜変えることによって、結晶表面からの溶解量を調節でき、中性硫酸ナトリウム
組成物内のアルカリ性成分、酸性成分の分布を求めることができる。
【００１１】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物は、これを水に溶解した時のｐＨが６～８であること
が好ましく、その利用範囲を拡大できる。さらに、本発明の中性硫酸ナトリウム組成物の
平均粒径（積算重量５０％での粒径）は、流動性、耐固結性、製品安定性、粉立ち性等が
改善できることから、１００～５００μｍの範囲であることが好ましい。
【００１２】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物が有するアルカリ性成分と酸性成分の当量比は、１．
０±０．１であることが好ましい。これは、該組成物を水に溶解した時の液のｐＨが、好
ましい範囲である６～８とすることもあるが、溶解性、粉立ち性等の粉体物性が向上する
ことにもつながるからである。
【００１３】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物の主成分である硫酸ナトリウム結晶の化学構造として
は、７水塩、１０水塩等の水和物や、無水塩のいずれでもよいが、中性硫酸ナトリウム組
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成物に占める硫酸ナトリウム含量が高く、また、前記した本発明の特徴を十分得ることが
できるため、無水塩が好ましい。
【００１４】
本発明の中性硫酸ナトリウム組成物は、従来品に比べて、多くの特徴を有する。その理由
は明らかではないが、次のように考えられる。すなわち、包装、輸送時、結晶摩耗による
粉立ちが抑えられ、取り扱い性が向上するが、これは、表面近傍に酸性成分を有し、表面
が平滑化していることによるためと考えられる。また、水への溶解速度が大きく、使用時
の溶解操作が容易となるが、これは、硫酸ナトリウムの水への溶解度が硫酸酸性下で大き
くなることに関係していると考えられる。その他、流動性、容器への充填性、耐固結性等
も向上するが、これらも結晶の表面状態に関係していると考えられる。
【００１５】
しかしながら、このような推定は本発明を何ら拘束するものではない。
【００１６】
次に、本発明の中性硫酸ナトリウム組成物の製造方法を説明するが、本発明の中性硫酸ナ
トリウム組成物はこの製造方法に限定されるものではない。
【００１７】
本発明の製造方法は、硫酸ナトリウムのアルカリ性水溶液を晶析して硫酸ナトリウム結晶
のスラリーを得、次いで得られたスラリーに酸を添加した後、ろ過するものである。
【００１８】
＜晶析＞
本発明の方法では、まず、硫酸ナトリウム水溶液をアルカリ性の条件にて晶析して硫酸ナ
トリウム結晶のスラリーを得るが、この時、生成される硫酸ナトリウム結晶の内部に微量
のアルカリ性成分が包含される。本発明は、この現象を見い出し、これをたくみに利用し
たものである。
【００１９】
本発明の方法において用いられる硫酸ナトリウム水溶液は特に制限されない。
水酸化ナトリウムによる排煙脱硫、人絹製造、海水法臭素製造等で副生する粗硫酸ナトリ
ウム水溶液でもよいし、水酸化ナトリウムと硫酸の反応で得られる硫酸ナトリウム水溶液
でもよい。
【００２０】
本発明の方法により硫酸ナトリウム結晶の内部に包含されるアルカリ性成分は、主に晶析
する際に用いられるアルカリ分に由来するが、最終的に得られるアルカリ性成分としては
、前記したように、ＮａＯＨ、Ｎａ2ＣＯ3、ＮａＨＣＯ3、Ｎａ2ＳＯ3等が挙げられる。
【００２１】
晶析におけるｐＨとしては、温度、夾雑物質の種類、量にもよるが、硫酸ナトリウム水溶
液を含む溶液のｐＨを９以上とすることが好ましく、さらにｐＨを１１以上とすることが
好ましい。これを水酸化ナトリウム濃度で示すと、ｐＨ９が約０．００５重量％、ｐＨ１
１が約０．０５重量％である。このｐＨが高すぎ、すなわちアルカリ濃度が高くなり過ぎ
ると、硫酸ナトリウム水溶液中の硫酸ナトリウム濃度が低下し、粘度が上昇して結晶成長
が幾分低下したり、結晶内部のアルカリ性成分含量がより高くなってしまうことがある。
このため、ｐＨを１３以下、水酸化ナトリウム濃度にして約１５重量％以下とすることが
好ましい。従って、好ましい範囲はｐＨ１１～１３であり、この時、結晶成長性のよい高
品位な硫酸ナトリウム結晶が安定して得られる。この範囲を逸脱してｐＨが９未満になる
と、晶析により得られる硫酸ナトリウム結晶の内部のアルカリ性成分の包含量がやや低減
し、本発明による効果はやや低下する。さらに、中性、酸性での晶析は本発明の効果が得
られず、本発明に含まれない。
【００２２】
晶析の温度は特に限定されないが、好ましい結晶である硫酸ナトリウム無水塩が安定に存
在し、かつ結晶成長を増大させるためには、高い温度が好ましい。具体的には、４０℃以
上、より好ましくは７０℃以上である。一方、高温でも構わないが、エネルギーコストが
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増大するため、１２０℃以下で行うことが望ましい。従って、好ましい温度範囲は４０～
１２０℃、より好ましくは７０～１２０℃である。また、蒸発・濃縮により晶析する場合
には、効率よく実施するために減圧下、４０～１００℃で行うこともできる。この範囲を
逸脱し、晶析温度が４０℃未満では、前記効果はやや低下し、さらに温度が低いと硫酸ナ
トリウムの水和物が析出することがある。
【００２３】
晶析する際の硫酸ナトリウム結晶のスラリー濃度は、５～４０重量％が好ましい。これは
、安定運転ができ、結晶成長性に優れた硫酸ナトリウム結晶が得られるからであり、また
、この範囲では強制攪拌することでスラリーの均一流動が図れ、取り扱い性も良く、スラ
リー移送も容易である。さらに、スラリー濃度を１０～３０重量％の範囲とすれば、前記
効果はより顕著になり好ましい。一方、スラリー濃度が４０重量％を超えるとスラリー粘
度が高くなり、前記効果はやや薄れ、５重量％未満では生産性の低下を来たすことがある
。
【００２４】
晶析時の結晶見掛け滞在時間は、１～６時間の範囲が好ましく、さらに２～４時間の範囲
が好ましい。これは、安定した連続運転ができ、高い生産性で成長性の大きい、ろ過性の
よい硫酸ナトリウム結晶が得られるからである。一方、１時間未満では結晶成長性がやや
低下することがあり、また、６時間を超えると生産性が低下することがある。
【００２５】
硫酸ナトリウム水溶液より硫酸ナトリウム結晶を晶析する具体的な方法としては、硫酸ナ
トリウム水溶液を蒸発濃縮する方法、濃厚な水酸化ナトリウムと濃厚な硫酸の反応による
方法、そして塩化ナトリウムや水酸化ナトリウムを硫酸ナトリウム水溶液に添加する塩析
方法等、いずれでもよい。水酸化ナトリウムと硫酸を直接混合して反応晶析する場合、そ
の希釈熱、反応熱を水分蒸発に有効利用できる。この熱は水酸化ナトリウム及び硫酸が高
濃度ほど大きくなり好ましい。水酸化ナトリウムは水溶液でも通常市販されている約５０
重量％品でもよいが、濃度の高いものほど好ましい。硫酸は通常市販されている９８重量
％のものでも希釈されたものでもよいが、高濃度ほど好ましい。
【００２６】
晶析方式は、回分式でも連続式でもよいが、生産性、運転操作性等の面から連続式が有利
である。また、晶析装置はスラリーの均一流動ができる装置が好ましく、完全混合型のＭ
ＳＭＰＲ、完全混合又は分級型のＤＰ（Ｄｏｕｂｌｅ－Ｐｒｏｐｅｌｌｅｒ）、ＤＴＢ（
Ｄｒａｆｔ－Ｔｕｂｅ－Ｂａｆｆｌｅｄ）、ＦＣ（Ｆｏｒｃｅｄ－Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏ
ｎ）等いずれも適用できる。この晶析操作は１段でも、２段以上の多段でもよい。
【００２７】
こうして、硫酸ナトリウムの結晶が得られる。この結晶の平均粒径は特に制限されないが
、１００～５００μｍが好ましく、本発明の方法で容易に製造できる。さらに好ましくは
１５０～３００μｍであり、より粉体物性は向上する。
【００２８】
このアルカリ性の条件での晶析で本発明者等は、予期せぬ大きな効果を見い出した。それ
は、装置材料に安価で入手容易な鉄、ステンレス等の汎用材料が使用できること、晶析時
のｐＨ管理がすこぶる容易で運転操作性がよいこと、そしてこれまでの中性条件での晶析
では困難であった水酸化ナトリウムと硫酸による直接反応による晶析が容易にできること
である。また、アルカリ性の条件で晶析することで、生成する硫酸ナトリウムの結晶の成
長が大きく、良好であることも効果として挙げられる。
【００２９】
＜酸処理＞
次に、上記のアルカリ性の条件で晶析されて得られた硫酸ナトリウム結晶のスラリーに、
酸を添加した後、ろ過することで、中性硫酸ナトリウム組成物が得られる。
【００３０】
酸の添加方法としては、硫酸ナトリウム結晶のスラリーに直接酸を添加し、ろ過するのが
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好ましいが、ろ過時に酸でリンスしてもよい。また、硫酸ナトリウム結晶のスラリーに夾
雑物が多い場合には、スラリーをろ過、洗浄し、このろ過ケークを、水又は硫酸ナトリウ
ムの水溶液にリパルプしてスラリーとし、酸を添加して再びろ過してもよい。
【００３１】
酸添加の量は、晶析して得られる硫酸ナトリウム結晶の内部に存在するアルカリ性成分の
量に対応させるとよく、例えば、アルカリ性成分量が多い場合やろ過時の付着母液率が低
い場合には酸の濃度を高くすればよい。酸の濃度は前記物性値によって異なるが、通常、
スラリーのｐＨを２以上６以下の範囲とすることが好ましく、さらには３以上５以下の範
囲とすることが好ましい。また、この酸処理後の硫酸ナトリウム結晶の内部に存在するア
ルカリ性成分量と結晶の表面近傍に存在する酸性成分量の当量比は１．０±０．１が好ま
しく、本発明の方法により容易に調整できる。そして、得られる中性硫酸ナトリウム組成
物は、これを水に溶解した時、好ましいｐＨとなる６～８にできる。一方、硫酸ナトリウ
ム結晶スラリーのｐＨが２未満となっていたり、又は６を超えるｐＨとなっていると、ろ
過後の硫酸ナトリウム組成物を水に溶解した時、そのｐＨが好ましい範囲である６～８に
しづらくなることがある。
【００３２】
用いられる酸の濃度は特に限定されないが、スラリーのｐＨコントロールが容易で、運転
操作性、取り扱い性の面から、２０重量％以下が好ましく、さらに１０重量％以下が好ま
しい。また、用いられる酸の種類は、硫酸、塩酸等の本発明の目的を達成できるものであ
ればいずれでもよいが、得られる中性硫酸ナトリウム組成物と同じイオンとなる硫酸が好
ましく用いられる。
【００３３】
酸処理の際のスラリーの温度は特に限定されないが、中性硫酸ナトリウム組成物中の硫酸
ナトリウム結晶が好ましい結晶である硫酸ナトリウム無水塩として安定に存在できる温度
がよく、具体的には、４０℃以上、より好ましくは６０℃以上である。４０℃未満では、
硫酸ナトリウム無水塩の安定性がやや低下し、さらに温度が低いと水和物が析出すること
がある。一方、高温ではエネルギーコストが増加するため、１００℃以下が望ましい。
【００３４】
酸添加により得られる硫酸ナトリウム結晶のスラリー濃度としては、５～４０重量％が好
ましく、安定運転ができ、結晶成長性に優れた硫酸ナトリウム結晶を含む中性硫酸ナトリ
ウム組成物が得られる。また、この範囲では強制攪拌することでスラリーの均一流動が図
れ、取り扱い性も良く、スラリー移送も容易である。さらに、スラリー濃度を１０～３０
重量％とすることで前記効果はより顕著になり好ましい。一方、スラリー濃度が４０重量
％を超えると前記効果は薄れ、また、５重量％未満では生産性の低下を来たすことがある
。
【００３５】
酸添加の方式としては回分式でも連続式でもよいが、生産性、運転操作性等の面から連続
式が有利である。
【００３６】
ろ過は遠心分離機、加圧ろ過機、減圧ろ過機等、一般の固液分離機が適用できる。また、
ろ過して得られる湿潤ケークは通常用いられる流動乾燥機、フラッシュ乾燥機、バンド乾
燥機、パドルドライヤー等で乾燥処理され、製品となる。この乾燥も連続式、回分式いず
れの方式でも実施できる。
【００３７】
酸添加により得られる中性硫酸ナトリウム組成物のスラリーがろ過された後のろ過液は、
その一部又は全部を前記晶析工程及び／又は酸添加する工程に循環してもよい。このろ過
液は硫酸ナトリウムで飽和になっており、スラリー濃度の調節等に有効に利用できる。
【００３８】
本発明者らは、上記の酸を添加してろ過する工程で、予期せぬ効果を得た。それは、晶析
スラリーに存在していた微粒の殆どが溶融し、粒径分布がシャープとなることである。こ



(7) JP 4635310 B2 2011.2.23

10

20

30

40

50

れは硫酸ナトリウムの溶解度に関係していると考えられる。しかしながら、このような推
定は本発明を何ら拘束するものではない。
【００３９】
【実施例】
次に本発明による実施例を示すが本発明はこれらに限定されるものではない。
尚、以下の実施例に記載の、部、％及びｐｐｍは重量に基づくものである。
【００４０】
実施例１
オイルバスにテフロン製攪拌槽型蒸発晶析器をセットし、ｐＨ１２．２の１５％硫酸ナト
リウム水溶液を８４０部／Ｈｒで連続して導入し、常圧下、１０５℃で蒸発晶析した。晶
析時、蒸発水量は４７２部／Ｈｒであり、晶析スラリーを５分間毎に一定量ずつ、１時間
当たり３６８部抜き出した。この時の結晶見掛け滞在時間は２時間であり、スラリー濃度
は２０％であった。晶析母液のｐＨは１２．７で、組成は硫酸ナトリウム：１７％、苛性
ソーダ：７％であった。析出物は硫酸ナトリウム無水塩で、その結晶成長は大きく、良好
で、平均粒径２２０μｍのダイヤモンド状結晶が得られた。該スラリーを遠心分離して硫
酸ナトリウム無水塩の湿潤ケークを得た。
【００４１】
次にこの湿潤ケークを３０％の硫酸ナトリウム水溶液が張り込まれたテフロン製攪拌槽に
投入し、６０℃、スラリー濃度３０％とした。次に、１０％硫酸を添加して、ｐＨを３．
０に調整、３０分間攪拌した後、遠心分離機でろ過した。得られたろ過ケークは付着母液
率４．０％、これを１１０℃で乾燥して製品とした。本製品を室温で水に溶かして５％水
溶液とした時のｐＨは好適な６．５であった。又、製品に製品の１０％を溶解する量の水
を加え、溶解液と未溶解結晶に分けた。そして、溶解液の硫酸ナトリウム濃度を５％に調
整した時のｐＨは５．１であり、結晶表面近傍の酸性成分を確認した。未溶解結晶を５％
水溶液にした時のｐＨは８．６であり、結晶内部にアルカリ性成分が含有されていること
を確認した。そして、この液を塩酸で中和滴定したところ、結晶内にＮａＯＨ換算量とし
て２０ｐｐｍのアルカリ性成分が含有されていることが判った。
【００４２】
実施例２
実施例１で得られた硫酸ナトリウム晶析スラリーに直接２０％硫酸を添加してスラリーの
ｐＨを３．５に調整した。該スラリーは８０℃、スラリー濃度３０％とし、３０分間均一
攪拌した後、遠心分離機でろ過した。得られたろ過ケークは付着母液率６．６％で、これ
を１１０℃で乾燥し、製品を得た。製品は白色で、その５％水溶液のｐＨは好適な６．７
であった。
【００４３】
実施例３
実施例１と同様の装置を用い、４８％苛性ソーダ水溶液１８１部／Ｈｒ、９８％硫酸９８
部／Ｈｒを別々に連続して晶析装置に導入し、常圧下、１０５℃で蒸発晶析した。蒸発水
量は２０部／Ｈｒであった。そして、スラリー濃度３５％の晶析スラリーを５分間毎に一
定量ずつ１時間当たり２６０部抜き出した。結晶見掛け滞在時間は３時間、晶析母液はｐ
Ｈ１２．５で、組成は苛性ソーダ濃度：５％、硫酸ナトリウム濃度：２０％であった。硫
酸ナトリウム無水塩の結晶成長は大きく、良好で、平均粒径２３５μｍのダイヤモンド状
結晶が得られた。
【００４４】
次に、該スラリーに直接１０％硫酸を添加して、スラリーｐＨを３．２に調整した。該ス
ラリーを６０℃、スラリー濃度３０％で、３０分間攪拌した後、遠心分離機でろ過した。
得られたろ過ケークは付着母液率４．５％であり、１１０℃で乾燥し製品とした。本製品
を室温下、水に溶かして５％水溶液とした時のｐＨは好適な６．８であった。
【００４５】
比較例１
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アルカリ性硫酸ナトリウム水溶液から晶析した硫酸ナトリウム結晶に酸添加をしない以外
はすべて実施例１と同様の操作を行い、硫酸ナトリウム結晶の製品を得た。該製品を室温
で水に溶かして５％水溶液とした時のｐＨは９．８のアルカリ性であり、品質的に劣るこ
とが判った。
【００４６】
【発明の効果】
本発明は、主成分である硫酸ナトリウム結晶の内部にアルカリ性成分を、表面近傍に酸性
成分を有する新規な中性硫酸ナトリウム組成物とその製造方法に関するものである。該組
成物は、多くの粉体物性に優れ、産業上極めて有益である。また、その製造方法はシンプ
ルで、工業的であり、経済性が高い。以下、本発明の効果を列記する。
【００４７】
（１）本発明の中性硫酸ナトリウム組成物は、粉体物性に優れ、従来品に比べて、包装、
輸送時の結晶摩耗による粉立ちが抑えられ取扱い性が向上させることができる。また、水
への溶解速度、流動性、容器への充填性、耐固結性等も向上させることができる。
【００４８】
（２）本発明の製造方法は、硫酸ナトリウム水溶液をアルカリ性で晶析した後、酸を添加
してろ過する、というシンプルな方法である。
【００４９】
（３）本発明の製造方法によれば、アルカリ性で晶析することにより装置材質の耐食性、
運転操作性を向上させることができ、また、種々の晶析法を適用することができることか
ら晶析原料の多様化が図れる。
【００５０】
（４）本発明の製造方法によれば、アルカリ性で晶析して得られたスラリーへ酸添加によ
り微粒溶解ができ、得られる中性硫酸ナトリウム組成物の粒径分布はシャープで、製品取
り扱い時の粉塵問題が改善できる。
【００５１】
（５）本発明の製造方法には、特別な装置、薬剤は必要なく、経済性高く、操作性良く、
安定して中性硫酸ナトリウム組成物を製造できる。
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